
和歌山大学地域創造支援機構地域連携・生涯学習センター  

13:30～13:40  13:40～14:40  

地方・農漁村消滅って 

本当ですか  

～住民の力こそ「宝」、 

自治体職員の発奮 

に期待！～ 

14:50～16:20 

菊池 一春 氏 

北海道・訓子府町長 

「若者はこれからも地域で暮らし続ける 
～地域創造と社会教育の接続～ 」 

  

主催主催：：  和歌山大学地域創造支援機構地域連携・生涯学習センター和歌山大学地域創造支援機構地域連携・生涯学習センター    共催：共催：  田辺西牟婁社会教育委員連絡協議会田辺西牟婁社会教育委員連絡協議会  

後援：後援：  和歌山県教育委員会・田辺市教育委員会・白浜町教育委員会・上富田町教育委員会・すさみ町教育委員会和歌山県教育委員会・田辺市教育委員会・白浜町教育委員会・上富田町教育委員会・すさみ町教育委員会  

開会 
・ 

挨拶  

基調講演  パネルディスカッション 

16:20～16:30  

有井 安仁 氏 
公益財団法人わかやま地元力応援基金 専務理事  

佐野 万里子 氏 

公益財団法人奈良市生涯学習財団事務局 統括主任  

正垣 耕平 氏 
上富田町町民創作劇実行委員会  

閉会 
・ 

挨拶  

 
地域発展学習プログラムの開発と実施に関するセミナー 

「地方消滅？」時代、若者は地方 
で暮らしていけるのか 
～地域創造と社会教育の可能性～ 

2015年 2月21日  土  

13:30～16:30 <13:00 開場> 

会 場 ： ホ テ ル  ベルヴェデーレ  
    (和歌山県西牟婁郡すさみ町周参見4857-3 )  

多目的ホール 

 本セミナーは、大学・地域・行政との協働により、
地域発展を担う住民の主体的力量形成に貢献する学習
内容と実施のあり方を探求するセミナーです。 
本年度は、和歌山県すさみ町と大阪府岸和田市（1月
31日「人が育つ地域・地域をつくる学び」）の2会場
で開催します。 
  すさみ町のセミナーは増田レポート以降、注目され
る「地方消滅論」と対策としての「地方創生」、その
意義と課題を明らかにしつつ、未来ある若者が“地
方”で暮らしていくにはどのような条件が必要なのか
を明らかにし、地方で暮らしていく課題・条件に対し
て社会教育に何が求められ、何が出来るのかを考えて
いきます。 
  平成14年度にスタートしたセミナーは本年度で第13
回を迎えます。 
 テーマに関心のある方は、どなたでも気軽にご参加
ください。  

入場無料 

コメンテーター 菊池 一春 氏 

コーディネーター 西川 一弘 
和歌山大学地域連携・生涯学習センター講師 



地域発展学習プログラムの開発と実施に関するセミナー 2015/2/21  ＜  すさみ会場 ＞ 

参加お申込み参加お申込み票票    

■ アクセス  JR「周参見」駅からﾀｸｼｰで約5分 
      高速道路田辺ICより国道42号線を南下約50分 

      ベルヴェデーレHP http://www.ikoi-w.com/ 

当日参加可／定員100名〈申込先着順〉 （できるだけ事前に、FAXもしくは電子メール、電話でお申し込みください。）  

 FAX: 073-427-7616 ／  電子メール: lifelong@center.wakayama-u.ac.jp ／  TEL: 073-427-4623 

＜受付窓口＞ 和歌山大学地域連携・生涯学習センター  〒641-0051 和歌山市西高松1-7-20（松下会館）  http://www.life.wakayama-u.ac.jp/ 

2/22 岸和田会場       

※このお申込み情報はこのセミナー開催の目的以外では使用しません。  

13:30～13:40  

13:40～14:40  

14:50～16:20  
「若者はこれからも地域で暮らし続ける 

～地域創造と社会教育の接続～」  

16:20～16:30 

開会・挨拶  

基 調 講 演   

パネルディスカッション 

閉会・挨拶  

プログラム 

「地方消滅？」時代、若者は地方 
で暮らしていけるのか 

～地域創造と社会教育の可能性～ 

2015年 ２月21日 ○土  

13:30～16:30 <13:00 開場> 

会 場 ： ホ テ ル  ベルヴェデーレ  
    (和歌山県西牟婁郡すさみ町周参見4857-3 )  

多目的ホール 

●基調講演 ・ パネルディスカッションのパネリスト 

菊池 一春氏 ＜ きくち かずはる ＞ 

北海道・訓子府町長   

●パネルディスカッションのパネリスト 

1947年留萌市生まれ。1970年北海学園大学卒業後、1972年に

訓子府町教育委員会へ。約20年間社会教育に取り組む。その

後、街並み推進室長、福祉保健課長、生活環境課長、出納室

長などを歴任。2007年の訓子府町長選挙に立候補し当選。20

11年に再選される。   

●コーディネーター 

西川 一弘 ＜にしかわ かずひろ ＞和歌山大学地域連携・生涯学習センター講師 

●氏名 ＜ふりがな＞ ●住所 ＜記入は市町村名までで結構です。自治体の方は自治体名で結構です。＞ 

●電話 ●備考 ＜所属等＞  ※手話通訳が必要な方はその旨ご記入ください  

「地方・農漁村消滅って本当ですか 
～住民の力こそ「宝」、自治体職員の 
発奮に期待！～」  

有井 安仁氏 ＜ ありい やすひと ＞ 

公益財団法人わかやま地元力応援基金 専務理事 

㈱PLUS SOCIAL取締役  

1999年、和歌山県初となる高齢者や障がい者への訪問理美
容サービス「ハンズ」を設立。これをきっかけに、NPOや
ソーシャルビジネスの起業支援などで和歌山県内各地の地
域づくりに関わる。映画プロデューサーや地域貢献型太陽
光発電所の運営管理、老舗の酒造業再生なども。現在、「
社会的投資」のしくみのデザインに取り組んでいる。  

佐野 万里子氏 ＜ さの まりこ ＞ 

公益財団法人奈良市生涯学習財団事務局 統括主任  

1978年静岡県生まれ。福島大学行政社会学部卒業。2001年
に設立された財団法人奈良市生涯学習財団に、02年４月社
会教育専門職員として採用、南部公民館に配属。05年4月
に二名公民館、07年4月に西部公民館に配属され、09年４
月から事務局に勤務。05年『社会教育のしごと』の「財団
法人職員」を担当。 

正垣 耕平氏 ＜ まさがき こうへい ＞ 

上富田町町民創作劇実行委員会  
生まれも育ちも和歌山県は口熊野、上富田町。32歳２児の
父。田舎町で‟お山の大将ˮ気取り好き勝手に生きてきまし
たが、子供が生まれた事をきっかけに今まで見ていた‟地
元ˮを、子供達からどう見えるのか？魅力はあるのか？大人
が出来る事は何か？を軸にまずは動き声を出して行こう！
という生き方にシフトしました。 
休日の方が忙しい...そっちの方が楽しいかな？ と考えて
います。 

●コメンテーター 

菊池 一春氏 ＜ きくち かずはる ＞ 


